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◇ 創 立 1972年7月8日 ◇ 承 認 1972年7月20日
◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リー ク ラ ブ
◎ 会 長 小野寺 一昭 ◎ 幹 事 芦川 征史
○ 副会長 比留間 重次 ○ 副幹事 峯岸 一郎
□ 会報雑誌委員長 野島 征 副委員長 原田 友義

委 員 小林均 網代雅男 内野均 後藤正次

1 7 1 3 回 例 会 報 告 （ 2 0 0 7 年 5 月 3 0 日 ）

「 本 来 無 東 西 － 心 は 一 つ 」

点 鐘

斉 唱

司 会 比留間 孝司 ＳＡＡ委員長

（ 小野寺 一昭 会長 ）

我等の生業

（ 小野寺 一昭 会長 ）

卓話講師 山本 英樹 様
青少年交換地区委員 野沢 秀夫 様
青少年交換留学生 クワンさん

来 客

○ インターアクト年次大会の案内
7月29日(日) 日本大学第一高等学校
※未提唱クラブは協賛金(30,000円)の協力を

○ 2006～07年度来日学生帰国前報告会
来日学生、派遣予定学生合同歓送会
・6月27日(水) 国立オリンピック記念青少年総合センター

登録料10,000－

○ 都立小金井工業高校より
・インターシップ(就業体験)受け入れのお願いが届いてい

ます。 20年1月30日～2月1日
・ＩＭの収支報告書が届いています。
・商工会より、納涼花火大会協賛依頼及び実行委員会の案

内が届いています。
・社会福祉協議会より機関紙「こもれび」を頂きました。

会務報告 （ 小野寺 一昭 会長 ）

（石井 賢司 出席副委員長）出席報告

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

34名 29名 90.91％ な し

（ 芦川 征史 幹事）

○ ロータリーレート
6月より118円（現行と同じ）

○ 例会変更
・東大和ＲＣ 6月12日→通常例会

幹事報告

出席免除会員名 比留間 一康 会員

上の写真：クアン作 皿

左の写真：クアンと最後の
記念写真



○次年度会長（会長 比留間 重次 ）
次年度各委員会の事業計画書の提出が今月末になってい

ます。事務局か私のところまでお願いします。
・次年度『在京』青少年交換委員会の報告

活動について、委員長やカウンセラーに任せ放し出なく会
員がクラブを挙げプログラムに参加してほしいとの要望が
ありました。会長、幹事、カウンセラー、委員長の写真入
りメッセージを送り、交流を深めてほしい。その他、派遣
状況、人頭分担金の分配等について報告がありました。

○ 親睦委員会（委員長 田中 伸彦 ）
親睦旅行に際し皆様のご協力ありがとうございました。

なお不参加の方はボックスにお土産のウーロン茶が入って
おります。お持ち帰りください。あわせて登録料の納金を
お願いいたします。

・親睦ゴルフ 小野寺会長杯が6月8日行われます。申し込み
を早めにお願いします。

○ 地区大会実行委員会（幹事 網代 雅男 ）
2009年2月26、27日頃地区大会の予定となっております。

○ 野沢 秀夫 地区委員長
皆さん こんにちは、本年は大変お世話になってます。

留学生について、本年度は長期に渡り日本語研修を、御殿
場にてカンズメ状態で行われたためクワンの日本語の実力
が良いように思われます。さらに本年度はジャパンツアー
という１０日間で日本国内を巡るツアーが行われました。
海外の諸国ではすでに行われています。

日本に滞在する留学生に日本の国家遺産と自然遺産を見
て、知っていただくことが目的です。そんなことでクワン
はじめ留学生には、沢山の経験のお手伝いをさせていただ
きました。

クワンにとっては長いようで短かった1年と思いますが、
特に武蔵村山ロータリークラブの皆様に対する思いは生涯
忘れることのない思い出だと思います。クワンにとっては
これからも健康に留意し頑張っていただきたいと思います。

多くの方にロータリーの皆さんはどうして留学生の方を
面倒をみるのと聞かれますが、私たちは、種を蒔くだけで
すよ、そして留学生の皆さんに留学のチャンスと来日のチャ
ンスを与え小さな国際親善という種を蒔くだけですと答え
ています。

終わったからといって見返りを求めません。あなた達は
これから自由に世界に羽ばたいてほしい。ただそれだけが
お願いですと話しています。きっと、クワンも皆様にご指
導いただいたことを念頭に、大きく成長し世界に羽ばたい
ていくことを期待するものです。これまで1年間ホストし

ていただきありがとうございます。また各ファミリーの方
には厚く御礼申しあげます。ありがとうございました。

○ クワンの挨拶
皆さんおはようございます。5月は学校行きました。5月

2日の母の日はお母さんと、お姉さんと一緒にゲ・ゲ・ゲ・
のゲを見に行きました。とても面白かったです。15日は病
院に行きました。足に注射をしました。今は大丈夫です。
26日の土曜日には、学校が終わったのでお姉さんと一緒に
ディズニーランドへ行きました。とても楽しかったです。
ロータリーの皆様には最初から最後まで一生懸命私にいろ
いろなことを教えてくれました。ロータリーの皆様はとて
も優しかったです。皆さんは私のおばあちゃんや、お父ちゃ
んの様に見えました。日本にいた１年間は、まるで夢のよ
うでした。タイに帰らないで、もうちょっと日本に住んで
いたいです。私はタイに帰ったら大学に進むためたくさん
勉強します。

またチャンスがあったら日本に来ます。今日、校長先生
より留学の終了証をもらいました。また書道の授業で書い
たのを見てください。
……メンバーの声。本当にクワンが書いたのか？！！
いつもロータリアンの皆様には、ありがとうございました。

卓話 『富士見町に蛍を呼び戻す会』 山本 秀樹 様

野沢秀夫様（東京東村山ＲＣ）⇒クアンのお別れに伺いま
した。大変お世話になりました。
小野寺一昭会長⇒クアンさん、いつまでも武蔵村山ＲＣを
思い出して下さい。これからの健康と活躍をお祈り致しま
す。お父さん、お母さん、御家族に宜しく。
＊田中親睦委員長、久しぶりの海外旅行を企画下さいまし
てありがとうございます。
芦川征史幹事⇒クアンさん、長くもあり、短かくもあった
日本留学、タイに帰ってもいつまでも日本を忘れずにね。
お元気で。
宮崎恒夫会員⇒野沢地区委員様には一年間クアンの事で御
世話になりました。今回は早めに帰国を許可して頂きあり
がとうございます。これからも御指導下さい。

比留間市郎会員⇒女房の誕生日を祝っていただきましてあ
りがとうございます。
田中伸彦会員⇒先日の親睦旅行では、参加していただいた
皆様のお陰で楽しく無事終了する事ができました。ご協力
ありがとうございました。女房も大変よろこんでいました。
網代雅男会員⇒親睦旅行には田中委員長始め委員の方には
お世話になりました。又写真を頂きありがとうございます。
波多野晃夫会員⇒先日の親睦旅行、夫婦ともども大変お世
話になりました。ありがとうございます。
比留間孝司会員⇒先日の台湾親睦旅行では、田中伸彦親睦
委員長をはじめ皆さん大変お世話になりました。

◆ 今回計３６,０００円 累 計１,４２３,０００円

ニコニコＢＯＸ （小林 均 親睦委員）

委員会報告

卓話講師の紹介
卓話講師の山本秀樹さんは生まれも育ちも立川です。日本石油輸送に３４年勤め、現在は地元のボランティア活動に所属してい
ます。新生活運動推進委員会で用水路の清掃等の実践、また他の活動をしながら富士見町の住民と協力しながら『富士見町に蛍
を呼び戻す会』を立ち上げ今年で6年目を迎えております。時間のかかる地道な活動について色々な話をお願いいたします。

『富士見町に蛍を呼び戻す会』の山本です。本日は時間を頂きありがとうございます。
はじめに、武蔵村山市にも蛍を呼び戻す会があります。バンタ池で橋立会長が行っております。橋立会長が体調不良のため、本
日は私が話しをさせていただきます。

1昨年前、武蔵村山市市民会館にて蛍サミットを開催いたしました。その際は200人程度集まりました。蛍について講演及び
活動の報告をしております。まず、,蛍について話をしたいと思います。資料にもありますが、蛍は昭和30年代ならどこでも飛
散していたと思います。農薬を使用し、川をコンクリートにしたため、激減いたしました。蛍は2000種類ほどあります。

日本には30種類、東京には9種類おりますが、水中で生息するのは3種類です。源氏蛍、平家蛍、久米島蛍の3種類ですが,
いずれも成虫になるまでには、40～50匹のカワニナを食べます。カワニナがいないと生息しません。カワニナの生きる河川が
必要になリます。そして成虫の状態で陸上にあがり、55日くらいで飛散し,、2週間程度で子孫を残し死んでしまいます。この生
体系を作るため富士見町での河川の清掃に努力した人と共に推進委員5人で平成14年2月、昭和用水路に蛍を呼び戻す会を立ち
上げ、夢のある目標を作りました。

昭和用水路の清掃を毎週2年間継続し、川底のヘドロを清掃しました。他の河川よりカワニナを求め、放流しましたが川底に
食料になるイヌゴケ等が生息しないので、いろいろ試み、レタスを食料として30ヶ所ほど設置しカワニナの生息を確認しました。
3年目に30頭、4年目50頭、昨年は100頭ほど蛍を飛ばしましたが、住民より人工蛍との批判を受け戸惑いがありましたが、昨年
11月、いろいろ検討を重ね思い切って越冬前に育った幼虫を用水路に、240頭放流し様子を見ました。用水路の近くには、住宅
やマンション、バイパスなど公害要素が多いため心配しましたが、遅れながらも1作日1頭、そして昨日11頭の確認がとれ喜ん
でいるところです。昨年240頭放流しているので、今年も100頭位は飛散すると予想しています。武蔵村山市のバンタ池でも上
陸が確認されていますので近いうち飛散すると思います。

本日は時間がないため、ここで終了いたしますが次回に続きをお話したいと思います。ありがとうございました。


